
 

 

 

 

 

■2学期のスタート 

 

■自己採点って、何のためにするの？ 

 ３年生は、先週３回目の共通テスト模試を受験しまし

た。受験後には自己採点があります。どの模試でも、事後

に必ず自己採点を行うよう指示がありますが、これは、自

分の答案のどの部分が得点につながるのかを自覚するた

めに大切な作業です。特に３年生が受験する共通テスト模

試の自己採点は、その重要度が格段に上がります。それは、

個別試験を出願するにあたり判定の材料となる共通テス

トの得点が、自己採点でしか判断できないからです。たっ

た数点の自己採点ミスが、合否を左右することも、決して

珍しいことではありません。7月の共通テスト模試では、

自己採点ピタリ賞だった３年生は全体の２割程度しかい

ませんでした。非常に心配です。 

 実は昨年度の OGに、共通テストの得点開示が届いたら

得点を報告してほしい、と依頼したところ、多くの先輩が

データを送ってくれました。絶対に間違いが許されない本

番の試験で、自己採点が完全一致した生徒は全体の６割ほどしかいませんでした（律儀に送ってくれた生徒たちです

らこの結果なのですから実際はもっと低いと思われます）。中には 10点以上の誤差があった人も。過去には解答欄を

1つずつずらしてしまったことに気づかず、50点の誤差が受験後に発覚した人もいます。こうなると出願の判断材料

としては全く役に立ちません。文字通り事故採点です（笑えないダジャレです）。参考までに、自己採点が一致しなか

った全生徒の状況を裏面に掲載しました。資料からは次のようなことが分かります。 

① 全体として、得点を高く見積もっていた生徒が多い（実際には低い点だった）。 

→結果的に高い点だったのならまだマシですが、これは

絶対にあってはいけないミスです（裏面の赤塗りが高く

見積もった教科、緑塗りが低く見積もった教科です）。 

② 数学（ⅠA・ⅡBC）における自己採点ミスが非常に多い。 

  →これは教科の特性と言えますが、選択式の問題と異なり

数値を要求する問題が大半であるため、記入時や採点時

のミスが起こりやすい状況にあります。数学の自己採点

には特に注意を払う必要があります。 

開示結果報告時に、卒業生が残してくれたコメントの一部も紹

介します。（ちなみに右表の「その他」とは、たまたま誤差のプラスとマイナスが相殺して結果的にプラマイ０の「な

んちゃってピタリ賞」になった幸運な人が２名いたということです） 

・自己採点が正確にできることは志望校合格への第一歩だと感じました。（Hさん：ピタリ賞） 

・模試で何回もピタリ賞をとってきたので、培ってきた自己採点力が生かされてよかったです。（K さん：ピタリ賞） 

・共テ直前の模試の自己採点で１０点も点数がずれていて、本番の自己採点もずれてないかほんとうに心配だったけ

ど、初めてのぴったり賞でめっちゃくちゃうれしい。（Hさん：ピタリ賞） 

・模試(練習)と同じ場所の前女だと思って落ち着いて解けると思っていたが、自己採点とズレが起きていて、本番はそ

れでも緊張していたのだと感じた。（Sさん：誤差７点） 

・本番何があるかわからないから怖すぎる。でも大学にくればどーにかなる！頑張るしかない！（Ｓさん：誤差９点） 

ＭＪ進路通信：「進路指導室から、未来へ」      

～ようこそ、アップデートされた 4年目の案内所へ～     前橋女子高校進路指導部 
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昨年度の卒業生の自己採点の採点結果 

 ミスがあった人（３9名）の一覧です。数値は「自己採点の得点」－「実際の正しい得点」を表します。つまり、プ

ラスの数字は「実際の得点は自己採点より低かった（恐）」、マイナスの数字は「実際の得点は自己採点より高かった」

ことを表しています。複数の科目で間違いをしている生徒も結構いますね。プラスが多い人はちょっと図々しい人、

マイナスが多い人は謙虚な人なのでしょうか？いやいや、ただのおっちょこちょいかもしれません。 
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Ⅰ

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -1

2 0 3 0 0 6 0 0 0 0 2

3 0 1 0 2 -2 0 0 -3 0 0

4 -2 0 -2 0 0 0 0 0 0 0

5 0 3 0 0

6 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 0 4 0 0 -2

8 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

10 0 0 -7 0 0 0 0 0 0 0

11 0 -9 0 0 0 0 0 0 0 0

12 3 0 0 0 2 0 0 0 0

13 0 0 0 3 0 0 0 0 4 0

14 2 0 0 0 0 0 0 0 7 0

15 0 0 0 -2 0 0 0 0 0 0

16 3 -3 0 0 0

17 0 0 0 0 0 -3 0 0 0 0 0

18 0 -3 0 0 -2 0 0 0 0

19 -3 0 0 0 0 0 0 0 0

20 0 0 0 0 0 0 0 0 1

21 0 0 0 0 -2 0 0 0 2

22 2 0 7 0 0 0 0 0 0

23 0 0 0 3 0 0 0 0 0

24 0 0 0 0 1 0 0 0 0

25 3 0 0 2 -1 0 0 0 0

26 0 0 0 3 0 0 0 0 3

27 0 0 5 0 0 0 0 0 0

28 0 0 0 0 0 0 0 3 0

29 3 0 0 0 0 0 0 0 -1

30 0 0 4 0 1 0 0 0 0

31 0 0 0 2 4 0 0 0 0

32 0 0 0 0 4 0 0 0 0

33 0 0 0 0 0 0 0 0 1

34 0 4 0 0 2 0 0 0 0

35 0 0 0 0 8 0 0 0 0

36 0 0 0 0 0 0 0 0 2

37 0 0 0 0 4 0 0 3 0

38 0 0 0 0 1 0 0 0 0

39 0 0 6 -2 1 0 -7 0 -2
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